
報告第１２号 

 

 

事故繰越し繰越計算書の報告について 

 

 令和７年度長野市一般会計予算事故繰越し繰越計算書について、地方自

治法施行令第１５０条第３項において準用する第１４６条第２項の規定に

より報告する。 

 

令和８年６月１１日 

 

提出者 長野市長  荻 原 健 司 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



一般会計予算　事故繰越し繰越計算書

－1－



令和７年度　長野市一般会計予算事故繰越し繰越計算書

8 土木費 3 河川水路費 柳原雨水調整池整備事業 113,010,000 0 113,010,000 0 113,010,000

10 教育費 3 中 学 校 費 東北中学校理科室空調整備事業 35,134,000 0 35,134,000 0 35,134,000

206,213,000 0 206,213,000 0 206,213,000合 計

支出未済額

左 の 内 訳

翌 年 度
繰 越 額

款 項 事 業 名
支 出 負 担
行 為 額

支 出 負 担
行為予定額

支 出 済 額

8 土木費 3 河川水路費 58,069,000長沼雨水調整池整備事業 0 58,069,000 0 58,069,000

－2－



（単位：円）

既 収 入

特 定 財 源 国県支出金 市 債 そ の 他

113,000,000 10,000
工事に先立ち行った埋蔵文化財調査において、想定を超える埋
蔵品が出土したことにより、以降の本体工事全体に遅れが生
じ、年度内の竣工が困難となったため。

2,586,000 32,548,000
電気設備工事に伴う変圧器の全国的な品薄状態により納期遅延
が生じ、年度内の竣工が困難となったため。

2,586,000 171,000,000 0 32,627,000

説 明未 収 入 特 定 財 源

左 の 財 源 内 訳

一 般 財 源

58,000,000 69,000
土木工事において想定よりも軟弱な土層であることが判明し、
再設計や施工手順の再検討に時間を要したことにより、水門の
据付が年度内に完了しないため。
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